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Ⅰ 研 究の成果

(1)こ れまでの成果

作製 した糖鎖高分子固定化 ダイアライザー は、血清 中とい う様 々なタンパク質が多 く存在

す る溶液か らも毒素を効果的 に除去できることが分かった。 故に、糖鎖高分子固定化 ダイ

ア ライザー は志賀毒素 を除去でき、O157感 染症 において有効な治療法の1つ として提

案できると考え られる。

(2)今 年度の成果

糖鎖高分子 固定化ダイアライザーの透析器 としての性能を評価 した。始めに、透析能評価

を行 った。分子量が2000、7000～8000、15000～25000のPEGと35000～50000の デキ

ス トランを含む溶液 を透析器 中に循環 し、溶液 中の化合物の残量によ り評価 を行った。 そ

の結果、ダイア ライザーを作製す る際に行 うカルボキシメチル化において用い る水酸化ナ

トリウム水溶液 の濃度は0.5Mが 最適であ り、糖鎖高分子を固定化 した事による透析能の

低下は確認 されなかった。 また、透析器へのタンパク質の非特異的な吸着を調べた。孔牛

血清 を循環 させ、タンパ ク質定量試薬 を用いて、残存量を評価 した ところ、1.0Mで カルボ

キシメチル化を行 った透析器 は市販の透析器 と変わ らず、0.5Mで 行 った ものは、わずかな

が ら非特異的な吸着をより多 く示 した。

また、糖鎖高分子を固定化す る際に、 どのよ うな糖鎖高分子が適 しているかを調べ るため、

ポ リマーの ライ ブラ リーを作製 し、様々なモ ノマー組成のポ リマーの生理活性評価 を行 っ

た。 その結果、固定化 に適 した糖鎖高分子 は、共重合せず に単独重合 した ものが最 も良い

ことが分 かった。また、毒性阻害活

性や結合定数か ら溶解性の高いモ ノ

マー を用 いて重 合 した糖鎖 高分 子

は、高い活性 を示す事が分かった。

以上の結果か ら、糖鎖高分子の固定

化 には結合定数が高いだけでな く、

毒性 阻害活性 も高 く溶解性の高い も

のが、適 している事がわかった。
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Ⅱ(1)学 術雑誌等に発表 した論文A

A. Miyagawa, M. C. Z Kasuya, and K. Hatanaka. Immobilization of Glycoconjugate Polymers on 

Cellulose Membrane for Affinity Separation. Bull Chem. Soc. Jpn., 79 (2), 1 (2006). 

A. Miyagawa, M. Watanabe, K. Igai, M. C. Z Kasuya, Y. Natori, K. Nishikawa, K. Hatanaka. 

Development of dialyzer with immobilized glycoconjugate polymers for removal of Shiga toxin. 

Biomaterials, accepted.
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Ⅱ(2)学 会 において申請者が口頭発表も しくはポスター発表 した論文

(共同研究者(全 員の氏名)、 題名 、発表 した学会名、場所、年月を記載)

宮川 淳、中根 正之、畑中 研一 、糖錯高分子 固定化フィル ター、第54回 高分子年次大

会、横浜、2005年5月25日

Atsushi Miyagawa, Maria Carmelita Z. Kasuya and Kenichi Hatanaka, Shiga Toxin Eliminant

Dialyzer Utilizing Glyco-Polymer 、PACIFICHEM2005、 ハ ワイ、2005年12月15～20日


